
第19回島田セミナー

プログラム（予定）
14：00－ 開会
14：00－14：30 「開会挨拶と演者紹介」
久保田雅也 社福）日本心身障害児協会島田療育センター 院⾧

14：30－15：15 「小児の緩和医療の現状と課題について」
余谷暢之 先生 国立成育医療研究センター 総合診療部 緩和ケア科

小児がんセンタ－ がん緩和ケア科 診療部⾧
15：15－15：20 Coffee Break
15：20－16：05 「重症児者の緩和医療の現状と課題について」
奥山隆二 先生 都立多摩南部地域病院 緩和ケア科 部⾧

16：05－ 総合討論

2024年10月5日（土） 14:00～16:30

事前登録をお願いします。参加費無料 定員500名

本セミナーページ（下記URL QRコード参照）より、ご登録をお願いします。
https://www.shimada-ryoiku.or.jp/tama/event/shimada_seminar19

登録メールアドレスに参加方法の詳細を送りますので、ご確認ください。
• 本講演会はZoomウエビナーを利用したオンライン形式の講演会です。PC、タブレット端末、スマート
フォンでご視聴いただけます。

• ご視聴にはインターネット環境が必要です。受講に伴う通信料は受講者負担となります。
• 講演会URLの転送や開示また講演会の録画音、撮影行為はお控えくださいますようお願い申し上げます。

＝参加方法＝

緩和ケアについて学ぼう！

主催者より
今回のセミナーで対象とするのは難病小児と重症心身障害児（者）である。多種多様な職種の関与が
必要な緩和ケアにおいてケアの方針、内容、意思決定の方法は手探りの状態である。自らの意思決定
に困難が予想される難病小児や重症心身障害児（者）にとっての緩和ケアとは、現状ではどう行わ
れ、何が問題で、今後の進むべき方向は？等を島田療育センターにおいて緩和ケアを指導されている
多摩南部地域病院緩和ケア科奥山隆二先生と小児難病の緩和ケアを展開されている成育医療研究セン
ター余谷暢之先生に講演いただくことになった。皆の学びの場になればよいと思います。
「後援：厚労科研費「遺伝性白質疾患・知的障害をきたす疾患の医療水準の向上と
　　　　　　　　　　　　　　　　　療養に資する研究 システムの構築」班（２４ＦＣ１００８）」

（ZoomウエビナーによるWEB形式）


